
(4) 定点把握対象五類感染症の概況 

ア 患者定点について（表－３／ｐ.３６，京都市感染症発生動向調査事業指定届出機関（定点）名簿/ｐ.１９２～１９５）

定点把握対象五類感染症の発生状況を届出る「指定届出機関（定点）」は，インフルエンザ定点，小児科定点，眼科定点， 

性感染症定点および基幹定点の５種類からなっており，診断した患者数を週又は月単位で報告することになっている。 

 平成２８年１２月末の定点数は，インフルエンザ定点６９，小児科定点４２，眼科定点１０，性感染症定点１３，基幹定点１であ

る。 

行政区別定点数 （平成２８年１２月末現在） 

イ 年間報告数，定点当たり報告数の推移（表－４－１～５－２／ｐ.３７～４０，図－１～２／ｐ.６６)

( ｱ ) インフルエンザ定点

インフルエンザの年間定点当たり報告数は，２６４．０８（１７，９８９例）であった。平成２０年以降では，平成２１年，平成 

２６年，平成２４年に次いで多かった。インフルエンザについての詳細は，「(１) エ  平成２８年 インフルエンザのまとめ」

ｐ.５を参照。 

(ｲ) 小児科定点 

小児科定点からの１１感染症の年間定点当たり報告数は，６０３．６７（２５,２１５例）であり，平成２０年以降では平成２７年

に次いで多かった。上位５感染症は，感染性胃腸炎，Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎，流行性耳下腺炎，手足口病，ヘルパ

ンギーナの順となり，小児科定点全体の８６.４％を占め，最も多い感染性胃腸炎は，６０．５％を占めていた。 

また，過去５年間(平成２３年から平成２７年まで)の平均値（過去５年平均値）より多い感染症は，１１感染症中７感染症（流

行性耳下腺炎，感染性胃腸炎，伝染性紅斑，RS ウイルス感染症，Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎，咽頭結膜熱，ヘルパン

ギーナ）であった。 

行政区＼定点 インフルエンザ 小児科 眼科 性感染症 基幹 

北 ７ ４ １ １ ― 

上京 ５ ３ １ １ ― 

左京 ７ ４ １ １ ― 

中京 ５ ３ ２ ２ １ 

東山 ３ ２ ― １ ― 

山科 ７ ４ １ １ ― 

下京 ３ ２ ― １ ― 

南 ５ ３ ― １ ― 

右京 ８ ５ １ １ ― 

西京 ８ ５ １ １ ― 

伏見 １１ ７ ２ ２ ― 

合計 ６９ ４２ １０ １３ １ 
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インフルエンザ定点及び小児科定点把握対象感染症の報告数 

感染症名 報告数(例) 定点当たり報告数 
定点当たり報告数の 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

インフルエンザ １７，９８９   ２６４.０８      １．２５ （１．７７） 

ＲＳウイルス感染症 ７９７   １９.０４      １.０１ （０.７８） 

咽頭結膜熱 ８１７      １９.５５      １.４７ （１．３２） 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２，４９５  ５９.８９      １.１５ （０．９６） 

感染性胃腸炎 １５，２４６  ３６５.１８      １．２５ （１．２６） 

水痘 ６５１       １５.６１      ０.４２ （０.８９） 

手足口病 １，１７８      ２８.０５      ０.４４ （０．２１） 

伝染性紅斑 ３８３       ９.２３      １．０４ （０．４９） 

突発性発しん ７７５      １８.５４      ０.９６ （０.９６） 

百日咳 １０       ０.２４      ０.７１ （０．７６） 

ヘルパンギーナ １，０８１      ２５.７５      １．０７ （１．６６） 

流行性耳下腺炎 １，７８２     ４２.５９      ４．４５ （３．０４） 

合計 ４３，２０４ ８６７.７５       ―  

(ｳ) 眼科定点 

眼科定点からの２感染症の年間総報告数は１５８例であった。

定点当たり報告数は，急性出血性結膜炎が０.１０，流行性角結膜炎が１５．７０で，どちらも前年に比べ減少した。 

眼科定点把握対象感染症の報告数 

感染症名 報告数(例) 定点当たり報告数 
定点当たり報告数と 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

急性出血性結膜炎  １  ０.１０ ０.２１ （０.３３） 

流行性角結膜炎 １５７  １５.７０ ０.５３ （０.７７） 

合計 １５８ １５.８０  ― 

(ｴ) 性感染症定点 

性感染症定点からの４感染症の年間総報告数は４６３例であり，その内訳は，性器クラミジア感染症２６６例，性器ヘルペ

スウイルス感染症１０５例，尖圭コンジローマ５４例，淋菌感染症３８例であった。前年比は，性器クラミジア感染症 １．１６，

性器ヘルペスウイルス感染症 １.２４，尖圭コンジローマ １.０６，淋菌感染症 ０.７９であり，淋菌感染症を除く３感染症で前

年よりも増加した。 
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性感染症の報告数 
 

 感染症名    報告数(例) 定点当たり報告数 
定点当たり報告数と 

過去５年平均値との比 
( )内は前年比 

 性器クラミジア感染症         ２６６  ２０.４６        ０.９４ （１．１６） 

 性器ヘルペスウイルス感染症         １０５ ８.０８        １．０４ （１.２４） 

 尖圭コンジローマ         ５４ ４.１５        １.１２ （１.０６） 

 淋菌感染症         ３８            ２.９２        ０.７８ （０.７９） 

 合計        ４６３           ３５.６１           ― 

 

    (ｵ)  基幹定点 

 基幹定点対象感染症は８感染症あり，そのうち２感染症で報告があり，年間総報告数は９例であった。 

 

ウ  月別の報告状況 （表－６－１～表－１０／ｐ.４１～４９，図－３／ｐ.６７～６８） 

感染症発生動向調査における平成２８年の報告週対応表は，＜表－１／ｐ.２９＞に示すとおりである。また，週単位で報告

される感染症の月別集計は，対応表に基づいて行っている。 

 インフルエンザ定点におけるインフルエンザの月別定点当たり報告数は，２月（１５１．３８），３月（５６.７９），１月(２４.４１)の

順となった。 

 小児科定点における対象感染症の月別定点当たり報告数は，１１月，１２月，５月の順で多く，報告数が少なかったのは，

３月，９月であった。感染症別報告数の月別１位は＜表－１０／ｐ.４９＞に示すとおり，年間を通して感染性胃腸炎であった。 

 眼科定点及び性感染症定点における対象感染症の月別の報告数は，＜表－６－２／ｐ.４２＞に示すとおりである。 

 

    エ  年齢階級別の報告状況（表－１１－１～１４－２／ｐ.５０～５７，図４－１～４－４／ｐ.６９，７０） 

インフルエンザ定点における年間総報告数の年齢階級別割合のうちでは，０～９歳が８，５３１例で全体の４７．４％を占め

た。 

小児科定点における年間総報告数の年齢階級別割合は，１歳が最も多く１６．０％を占め，以下２歳 １１．２％，３歳  

９．８％の順であり，４歳以下が総報告数の５４.５％を占めた。 

  小児科定点における年齢階級別の感染症別報告数は，０～５箇月を除く年齢階級で感染性胃腸炎が１位（０～５箇月はＲ

Ｓウイルス感染症が１位）であり，２位は，０～５箇月では感染性胃腸炎，６～１１箇月ではRSウイルス感染症，1歳～４歳では

手足口病，５歳以上ではＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎であった。 

眼科定点における年間総報告数の年齢階級別割合は，３０～３９歳が２９．１％と最も高く，次いで０～９歳が１５．８％，

４０～４９歳が１２．０％であった。 

性感染症定点における年間総報告数の年齢階級別割合は，２０～２４歳が２６．１％，２５～２９歳が１７．５％，３０～３４歳が

１１．４％，３５～３９歳が１０．４％，４０～４４歳が９．７％の順であり，２０～４４歳が７５．２％を占めた。 

 

 オ  行政区別の報告状況 

行政区別の報告数，行政区別の定点当たり報告数，感染症別の行政区別割合及び行政区別の感染症別割合は， 

＜表－１５－１～１８－２／ｐ.５８～６５＞に示すとおりである。 
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